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熊本被災地支援派遣職員レポート

「熊本地震」の発生に伴い、各被災地では、ボランティアの“力”を求めながら、復興への一歩を歩みはじめました。
全国へ向けボランティア募集が行われた中、隠岐の島町からもボランティアに参加された方がいらっしゃいます！
この度、その方の「活動手記」をお寄せいただきましたのでご紹介します。

　私はこの春、数十年勤めた会社を定年退職しました。
　ただただ淡々と毎日を過ごす中、熊本地方を震源とする、いわゆる「熊本地震」
の発生と、日に日に拡大する被害を目の当たりにしました。
　いつしか、「何の資格もない自分でも、何か役にたつことはできないだろうか..」という
想いが込み上げ、いても立ってもいられなくなった私は、早速、自宅のパソコンに向か
い、『熊本地震 支援』をキーワードに検索したところ、島根県社協が県民を対象にボラン
ティア募集している情報を見つけました。
　これは『平成28年熊本地震「島根県災害ボランティア隊」』というもので、広く県民
からボランティアを募集し、顔も名前も知らない者同士が、バスで一緒に被災地へ向か
い、約５日間を１クールとして、ともにボランティア活動を行うという企画です。
　私は、５月17日（火）～21日（土）行程のクールに申し込み、数日後、参加決定
の連絡が届きました。
　出発までの間、隠岐の島町社協で「ボランティア保険」に加入し、募集要項に記載して
あった「服装･持参品」を揃え集合場所である松江市内に到着。島根県社協職員からボランティア活動上の注意
事項などの説明を受け、用意されたバスへと乗り込み、熊本市内へ向けて出発しました。
　バスで一夜を過ごし目を覚ますと、熊本市にはまだ幾分か距離があるにもかかわらず、屋根を覆った
ブルーシートがやたらと目につく光景に、背筋がゾッとしたのを今でも覚えています。
　私たち「島根県災害ボランティア隊」が熊本市内に到着すると、２名から８名のグループに分けられ、ボラン

ティア受け入れ希望者宅へ案内され、活動に入っていきました。
　実質３日間の熊本市内滞在中、携わったボランティア活動の内容は、ほとんどが
倒れて壊れた家具等の運び出しと廃棄などで、重労働の場面も幾度かありました
が、「今被災者のために私にできることが、この活動なんだ！」と自分に言い聞か
せ、私の年齢でも、なんとかリタイヤすることなく最終日の活動を終えました。
　活動中は、被災されたご本人と接する機会も多くありましたが、印象に残ったの
は「すぐ身近に頼れる人がいない中、お一人で暮らしている高齢者が多い」こと

で、災害ボランティア活動を通じて、改めて、人と人のつながりや交わりの大切さを痛感しました。
　また、ボランティア同士も、バスや活動を通じて“心が通い合う間柄”となりました。こうした志を“縁”とする
つながりも、ボランティア活動の一つの魅力だと、改めて感じました。
　一方で、「ボランティアの為にまとまった休暇を取るのが大変..」という意見も多く聴かされました。実際、私自
身も仕事をしていれば行くことはできなかったと思います。
　だからこそ、日本全国「国民同士が互いに助け合う」という精神の基、休暇を取りやすいような環境整備も、
今後益々大切になってくるのではないかと思いました。
　島根以外の県からは、個人で自分の車で車中泊をしながら、ときには、その車両を他のボランティアの送迎や
資機材の運搬にも使用しておられ、ボランティア活動の幅広さと奥深さを認識しました。
　「百聞は一見にしかず」という言葉があるように、自らの五感で被災地と向き合うことで「これから自らの暮ら
しはどうあるべきか..自分の暮らす地域はどうあるべきか..」見えてくるものもたくさんあると思いますので、隠岐
の島町からも、志のある方は一人でも多く「災害ボランティア活動」に参加してほしいと思います。
　「島根県災害ボランティア隊」を通じて参加すれば、経費も安価で期間も限定されていますので、個人的に
参加するよりもはるかに参加しやすいと思いますし、私のような初心者でも、多くの仲間と一緒なので、安心
して活動することができました。
　最後になりますが、被災地・熊本では、まだまだ多くの住民がボランティアの“力”を必要としている状況
にありますし、生活再建のために多額の費用も必要となります。
　特に「義援金」への協力などは、この島にいてもできる被災地支援活動です。これに加え、私たち隠岐
の島町民にできることは、一人ひとりが、被災地の一日も早い復興を願い続けることだと思います。

隠岐の島町から「熊本地震」
災害ボランティア活動に
参加されたHさん

緊急緊急
　特集　特集
緊急
　特集
緊急
　特集 熊本地震

被災地・熊本の今

被災地でのボランティア活動記
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熊本被災地支援派遣職員レポート熊本被災地支援派遣職員レポート
　４月14日からの熊本地震から４ヶ月が経とうとしています。
　島根県内の市町村社会福祉協議会では、県内外において災害対策基本法
に規定される各種災害で、災害救助法が適用される大規模災害発生時に、
相互支援の精神に基づく被災者・地支援活動を行うこととなっています。
　この協定に基づき、６月23日から同27日までの間、熊本県御船町へ職員
を派遣しましたので、その活動レポートを紹介します。

【御船町の様子】
　４月14日21時26分熊本県熊本地方を震源とする
地震により、御船町は震度５強を観測し、その後
も断続的に震度６弱を最高とする地震に見舞わ
れ、7,133世帯・17,681人に対し、避難勧告が発令
されました。
　また、水道本管の破裂により6,590世帯で断水
し、土砂崩れも発生しました。
　御船町にかぎらず、熊本県内各地では多くの家
屋が倒壊し避難所生活を送っている方も多くいら
っしゃいますが、それにも増して、住み続けるこ
とが困難な程度の半壊家屋も多く、被害の大きか
った地域では、今もなお多くの家屋の屋根がブル
ーシートで覆われてお
り、被害の大きさを青一
色の町並みが物語ってい
ます。
　発災直後から、自衛隊
による人命救助活動やラ
イフラインの復旧作業が
展開される一方、熊本県
内外各地からの義援金や
物的支援も続々展開さ
れ、現在でも全国各地か
ら様々な支援が行われて
います。
　また、全国各地から“災害支援”を担うＮＰ
Ｏ、ＮＧＯといった各種団体や個人ボランティア
も被災地入りし、被災家屋の修復活動や損壊した
家財道具、家屋に流入した土砂等の搬出・撤去作
業が展開されています。

【支援の主な任務】
　この度の災害支援業務では、御船町社会福祉協議会が
設置する「御船町災害ボランティアセンター」を拠点と
して、主に下記の支援活動を行いました。
▶被災者の支援ニーズに関する
相談援助
▶全国各地から参集するボラ
ンティアと、被災者の生活
復興ニーズの調整　など

【所感・感想】
　派遣期間中、熊本地方は１時間に100ミリを超える記録
的な大雨を観測し、新たな被害をもたらしました。
　被災された方の声に耳を傾けると、被災によるストレス
を抱えるのは、何も高齢者や障がいのある方の暮らす世
帯、子育て世帯だけではないことを痛感しました。
　最近では、被災地関連の報道が少なくなってきていま
すが、今もなお被災地は、復興に向けて被災者自身の、
そして、全国各地から訪れる支援者がともに奮闘してい
る姿があります。
　「災害はときと場所を選ばず！」の言葉どおり、私た
ちにとっても、災害は他人事ではないはずです。今私た
ちにできることは、今回の「熊本地震」による災害を教
訓として、一人ひとりが災害に関心を持ち、日頃からの
備えをしておくこと。また、家族や地域をあげて、災害
が起きても被害を最小限にとどめられるよう対策を講じ
ておくことが、何よりも大切なことであると改めて実感し
ました。
　被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げますと
ともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。

報告者　地域福祉係 係長 松浦誠二

【後列左より】 しゃべらぁ会 代表 藤本 英彦さん、社協吉田会長
【前列左より】 灘昌助さん、佐々木とし子さん、
 ふれあい･いきいき仲良会 代表 大崎 明さん

緊急
　特集
緊急
　特集
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日常生活自立支援事業のご案内
「最近物忘れが多く、通帳をきちんとしまったか何時も心配。」
「いろいろな書類が届くけど、よく分からない。」
「福祉サービスや福祉手当の手続きの仕方が分からない。」
「離れて暮らす家族が心配。」等々

このような生活上の不安をお持ちの方が安心して暮らせるよう、
ご本人の希望に沿って以下のようなお手伝いをします。

お問合せ先／専用電話2-6377（担当：和田・藤山）

●福祉サービスに関するお手伝い
　サービス利用に必要な手続きや利用料の支払等
●お金の出し入れ等のお手伝い
　福祉手当等の受領の手続きや各種の支払、預金の払戻や預け入れ等
●通帳や印鑑、年金証書などの預かり　　　●定期的な訪問による安否確認・見守り

【対象者】高齢者や障がいのある方で、日ごろのお金の管理や一人で契約等の判断をすることに
 不安をお持ちの方等
【利用料】１時間あたり1,000円（１時間を超える場合は３０分につき５００円加算）と、
 交通費（1kmあたり20円）　※生活保護受給者は無料

ロコモってご存じ？メタボの次は、 “ロコモ”！！
こんな症状ありませんか？

・片足立ちで靴下がはけなくなった　　・手すりなしで階段を上がれない
・家の中でつまずいたり滑ったりする

それって「ロコモ」かも・・・

ロコモ＝運動器症候群（ロコモティブシンドローム）

「ロコトレ」でロコモ予防。たった２つの運動でいつまでも元気な足腰を！ ※ロコトレ＝ロコモを防ぐ運動。

その他、歩幅広く、速く歩く！ 通勤は自転車や徒歩で！など  ～やれること（運動）から始めてみませんか！！
隠岐圏域健康長寿しまね推進会議　わくわく部会（運動・こころの健康・健診（検診）受診推進部会）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事務局：隠岐保健所 健康増進課（08512）2-9710

骨・関節・筋肉など身体を支えたり、動かしたりする運動器が衰えて、
立つ・歩くといった能力が低下している状態のこと。
　　今は元気でも、将来、介護が必要になる可能性が高い状態です。

若
く
元
気
な
う
ち
か
ら

　
　

毎
日
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け
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と 

が
肝
心
で
す
。
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成年後見制度とは？

弁護士･司法書士がお応えする
ご高齢の方・障がいのある方のための

成年後見制度無料相談会
●ご本人はもちろん、ご家族、近隣や施設で見守る方々のご相談もお受けします。
●成年後見人等のご相談もお受けいたします。

日　時 ： 平成28年8月30日（火）　午前9時～午前11時40分
場　所 ： 隠岐の島町社会福祉センター（原田）
相談員 ： 隠岐ひまわり基金法律事務所　佐々木久実弁護士
 北岡司法書士事務所　北岡博嗣司法書士
申　込 ： 平成28年8月19日（金）までに、電話にてお申し込みください。
 ただし、定員になり次第、受付を終了いたします。
主　催 ： おき後見ネットワーク
≪申込・問合せ先≫
　　隠岐の島町社会福祉協議会（生活支援係）　担当／和田・村上
　　電話　3 - 1303

「頼れる親族がいないので不安だ。」
「母の年金が勝手に使われているみたい。」
「離れて暮らす親が、悪質商法の被害に
　　　　　　　　　　あうのではないかと心配。」
「子どもの将来が不安だ。」「遺言の書き方が知りたい。」

　近年、高齢者人口の割合が急速に増加するなかで、判断能力の衰えた高齢者を狙った悪質商法
や特殊詐欺が横行しています。また、高齢者や障がい者に対する虐待も多数報告されています。
成年後見制度は、認知症や知的障がい・精神障がい等により判断能力が不十分な方々が、財産侵
害を受けたり、人間としての尊厳を傷つけられたりしないよう、法律面や生活面でご本人を支援
するしくみです。

離職介護人材再就職準備資金貸付事業のご案内

○介護職員等に 再就職 するための準備金を貸し付けます。
○県内で２年間、引き続き介護職員等の業務に従事すれば 全額返済免除！
■対象者／介護福祉士又は介護職員初任者研修、２級課程等を修了された方で、介護職員等として１年

以上の実務経験が有り、県福祉人材センターに求職登録を行って利用計画書を作成した上
で、本年４月１日以降に介護職場に再就職された方

 （この他にも要件が有りますのでご確認ください。）
■貸　付　額 ／上限２０万円（無利子）　　■募集人員／県内6０名程度
■連帯保証人 ／１名（未成年者の場合は親権者等）
■募 集 期 間 ／平成２８年６月１５日～平成２９年３月３１日
■申込・問合せ先
　　　　島根県社会福祉協議会 生活支援部福祉資金係　TEL0852-32-5996

／和田・村上

社協通信第50号
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隠岐の島町中央公民館（西町）
　子どもたちが活動する際の安全をサポートしていた
だくことが主な内容です。

●所 在 地 ／西町吉田の二2番地
●問 合 先 ／Tel. 2-0237
●担　  当／高　平

・青少年育成活動（多数）
・各小学校での『放課後子ども教室』開設の安全管理
 （若干名）
・その他、まちづくり運動協議会や公民館事業

～受け入れたいボランティア活動～

隠岐の島町図書館（西町）
　お気軽にお問い合わせください。楽しく活動しま
しょう。

●所 在 地 ／西町吉田の二17-1番地
●問 合 先 ／Tel. 2-2341
●担　  当／住　田

・読み聞かせ
・環境整備
・本の整理/返却/修理など
・庭の手入れ

～受け入れたいボランティア活動～

公共施設でボランティア！！

日本語教室グループ「あいうえお」
　ともだちの“わ”をひろげましょう（会員登録制度
あり）。日本語を学びたい方も募集中です。

● 問い合わせ先
　 隠岐の島町ボランティアセンター
  （Tel：2-0685）を通じてご紹介します。

・町内在住の外国人の
   日本語学習支援　等

～  活  動  内  容  ～

隠岐病院ボランティア あかり
　「寄り添い、触れ合い」を大切にしています。
一緒に活動していただける方をお待ちしています。

● 問い合わせ先
　 隠岐の島町ボランティアセンター
  （Tel：2-0685）を通じてご紹介します。

・病院開院日における患者様への
   対応と院内案内
・絵画展示、絵画展示のお手伝い

～  活  動  内  容  ～

私たちと一緒に活動しませんか？

五箇小学校（郡）

●所 在 地 ／郡67番地
●問 合 先 ／Tel. 5-2002
●担　  当／細　田

・隠岐の民謡についてのお話、踊り等の指導
・さつまいもづくりのお手伝い
・米づくりのお手伝い
・除草作業
　　※いずれも若干名

～受け入れたいボランティア活動～

西郷中学校（栄町）

●所 在 地 ／栄町488番地
●問 合 先 ／Tel. 2-0178
●担　  当／石　橋

保育所（園）・学校でボランティア！！

　西郷中学校の生徒が待っています！！よろしくお願い
します。

・生徒の登下校時の見守り活動
・学校花いっぱいプロジェクト実施の
   ための花づくり活動
・生徒のまちづくり活動参加のための
   講師（総合的な学習の時間）

～受け入れたいボランティア活動～

おきのしまおきのしま
ボランティア情報ボランティア情報
～ はじめてを、
　 はじめてみませんか？ ～
～ はじめてを、
　 はじめてみませんか？ ～

　隠岐の島町内のボランティア情報（ボ
ランティアの力を借りたい！私たちの
会・グループでは、こんな活動をしてい
ます！などなど）満載です。
　詳しくは、隠岐の島町ボランティアセンター
（電話：2-0685）又は、各施設・団体ま
でお問い合わせください。

社協通信第50号
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養護老人ホーム 百寿荘（栄町）
　ボランティアの皆様とご利用者の方々とのふれあい
の機会ができ、楽しい時間を一緒に過ごすことができ
ればと思います。気軽にご参加くださいますようお願
いします。

●所 在 地 ／栄町1091番地
●問 合 先 ／Tel. 2-1020
●担　  当／齋　藤

・茶話会　・お話し相手　・花壇づくり
・畑づくり

～受け入れたいボランティア活動～

特別養護老人ホーム 静和園（栄町）
　下記の活動以外にも色々な活動があります。活動内容
や時間等相談に応じます。学生も大歓迎です。お気軽に
お問合せください。

●所 在 地 ／栄町1088番地
●問 合 先 ／Tel. 2-0541
●担　  当／山　根

・クラブ活動の手伝い（折り紙、絵画、書道）
・月例行事（民謡、カラオケ、読み語り、ゲーム）の
   お手伝い　・小切れづくり
・環境整備　・誕生会での余興披露

～受け入れたいボランティア活動～

福祉施設でボランティア！！

老人保健施設 ともいきの郷（栄町）
　笑顔、心のふれあいを大切にしていきたいと考えて
います。ともに楽しい時間を過ごしていただける方、
お待ちしています。

●所 在 地 ／栄町975番地2
●問 合 先 ／Tel. 2-7500
●担　  当／福　山

・演芸披露、レクリエーション活動
・ご利用者との談話、ふれあい
・施設周辺の環境整備（草刈り）

～受け入れたいボランティア活動～

特別養護老人ホーム 鳴澤の里（都万）
　ご利用者と気軽にふれあいながら、楽しくご参加
ください。

●所 在 地 ／都万1791-1
●問 合 先 ／Tel. 6-3200
●担　  当／奥　林

・お話し相手、作業の補助（1～3名）
・衣類の名札つけ、繕い物（1～10名）
・障子はり、中庭草抜き（1～10名）

～受け入れたいボランティア活動～

隠岐養護学校（城北町）
　生徒とともに活動し、交流を図っていただきたいと
思います。

●所 在 地 ／城北町363番地
●問 合 先 ／Tel. 2-3593
●担　  当／三　成

・学校行事（隠岐養護まつり）
・部活動（サッカー、バスケット）

～受け入れたいボランティア活動～

下西保育所（下西）
　こどもたちと一緒に遊ぶ中で、色々な遊びや遊び方
等を教えていただきたいと思います。

●所 在 地 ／下西462番地
●問 合 先 ／Tel. 2-4612
●担　  当／新

・昔からの色々な遊びと、
   遊び方の指導

～受け入れたいボランティア活動～

中村保育園（中村）

●所 在 地 ／中村1486番地1
●問 合 先 ／Tel. 4-0017
●担　  当／齋　藤

・異年齢・世代の異なる方とふれあう中で、
   子ども達に色々な経験をさせていただきたいと
   思います。

～受け入れたいボランティア活動～

社会福祉法人惣倉の杜 双葉保育園（東郷）
　地域とのふれあいを大切に、家庭的な、親しみと
くつろぎの場となるよう努めています。皆様のおこし
をお待ちしています。

●所 在 地 ／東郷川尻30-2
●問 合 先 ／Tel. 2-5753
●担　  当／長　浜

・保育活動のお手伝い（2～3人）
～受け入れたいボランティア活動～

おきのしま
ボランティア情報
～ はじめてを、
　 はじめてみませんか？ ～

社協通信第50号
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●この「社協通信」は、町内の全世帯にお届けしています。6,500部製作し、１部あたりは22円です。
●「社協通信」（本号とバックナンバー）は、隠岐の島町社会福祉協議会ホームページでもご覧いただけます。

赤い羽根自動販売機　設置先募集中赤い羽根自動販売機　設置先募集中

　隠岐の島町共同募金委員会では、募金機能付き
自動販売機を設置していただける事業所や企業を
募集しています。飲料品1本に
つき10円が募金となるシステ
ムです。
　既存の販売機を赤い羽根自
動販売機に変更することもで
き、募金の全額が寄付金として
損金算入されます。
　社会貢献活動の一環として、
ぜひご検討ください！

　町民の皆様には、赤十字活動を支えるための社資
にご協力いただき、誠にありがとうございました。
　日本赤十字社では、災害救援活動、医療・保健衛生
活動、社会福祉事業、奉仕団及び青少年赤十字の育
成、各種講習事業等に取り組み、これらは皆様からの
善意の社費・寄付金によって支えられています。
　今後とも皆様のご理解ご協力を宜しくお願い申し
上げます。

島根県支部隠岐の島町分区
TEL　２-０６８５

日本赤十字運動 実績報告
２,７2５,0５０円（平成28年7月20日現在）

住みよい地域づくり
推進プロジェクト

前年度に頂いた共同募金を財源として地域の「交流づくり」を行う活動に対して助成金を交付します。

※申請書は隠岐の島町社会福祉協議会のホームページからダウンロードできます。

対象団体

対象事業

助成金額

申請方法
受付期間

自治会・町内会や公民館分館などの地縁型組織
①集合型活動･･･敬老会や交流会　など
②個別支援型活動･･･高齢者への手作り料理の配食　など
対象者1人あたり　800円
※対象者･･･隠岐の島町内に居住する、今年度75歳以上になられる方並びに障害者手帳を所有する
方で、助成対象活動に参加された方（出席者と同等の配慮がなされた場合を含む）
申請書を隠岐の島町共同募金委員会（隠岐の島町社会福祉協議会）へご提出ください
平成28年8月19日（金）まで　必着

交流づくり助成のご案内（二次募集）交流づくり助成のご案内（二次募集）

香
典
返
し
寄
付

※隠岐の島町社会福祉協議会ではご寄付いただいた方の意思を尊重し、氏名等を
掲載しています。
　なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

平成28年5月30日～平成28年7月20日 （受付順・敬称略）
皆さまのご厚意は隠岐の島町の社会福祉事業に有効に活用させていただきます。
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